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第 6 回 消防士 1000 名に聞いた「防火に関する意識調査」 

防災のプロにお聞きした一般の方の｢地震への備え｣ 

｢十分である｣は僅か 0.9％ ｢不十分である｣の 65.9％を大きく下回る 
 

消防車製造・販売を手がける株式会社モリタ（本社：大阪・東京、代表取締役会長兼社長：新村鋭男、東証・

大証 1 部）では、全国 1000 名（有効サンプル数 977 名）の現役消防士の方々を対象に、今回で 6 回目となる

「防火に関する意識調査」を、2005 年 10 月 31 日から 12 月 31 日にかけて実施いたしました。 
本調査は、火災や災害の現場で消火・救助作業にあたっている、消防士の視点で、一般の方々への要望な

どを調査したものです。今回の調査では、大規模な自然災害が多発したことや、防火に関する法制化の進展に

より、若干ではありますが、前回調査より｢火災の発生件数の予測｣や｢一般の方の防火意識｣等の調査項目で改

善の傾向が伺えます。しかし、｢防火・防災のプロフェッショナル｣である消防士の方々の評価では｢高い防火意

識を持つ｣方は僅か 7.4％であり、また｢地震に対する備えが十分である｣方にいたっては 0.9％にとどまるのが現

状です。 
弊社では、この調査を通して消防士の方々の防火・防災に関する意識にふれていただくことによって、皆様の

注意を喚起するきっかけになればと考え、今回その調査結果のいくつかをご紹介させていただきます。 
 

この件に関する報道関係者からの問い合わせ先 
株式会社モリタ 広報室 担当：浦野・東尾  TEL：03-5777-5088 

※ 調査結果は株式会社モリタのホームページ（http://www.morita119.com/）でもご覧になれます。 
 

主な調査結果の概略 
 
■今後の火災の発生件数は・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・住宅用火災報知器設置の義務付けの効果 

｢今後の火災の発生件数｣について（P.3）お聞きしました結果、｢減少｣は僅か 18.4%にとどまり、｢増加｣の傾向

を予測する方が 31.6%で大きく上回りました。しかし、これは前回調査（37.8％）から 6.2 ポイントの減少となりま

す。また、別項目｢2006 年 6 月より新築住宅での住宅用火災報知器の設置義務付け｣が火災の減少にあたえる

効果（P.7）で 5 割以上（50.7％）の方が｢効果がある｣と回答していることから、その要因のひとつであると考えら

れます。 

■一般の方の防火意識・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・防火のプロは「50.8 点」と評価 

｢一般の方の防火意識について｣（P.4）消防士の方々にお聞きしました結果、｢低い方だと思う｣（38.0%）は前

回調査（38.1％）とほぼ変わりませんでしたが、｢高い方だと思う｣（7.4%）前回調査から 1.8 ポイント上昇しました。

また、｢一般の方の防火意識について｣を採点していただきましたところ、平均点は 50.8 点（有効回答 779 件の

平均）。防火のプロフェッショナルの評価では合格点にまだ届いていないようです。 

当資料は 2/1（水）大阪機械記者クラブにて資料配布をさせて頂いております。 



■大規模な地震災害を 7 割以上が予測・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・しかし備えに対する評価は 39.4 点 
昨今の自然災害の発生状況を考え、今回調査より｢一般の方の防災（地震）意識について｣の質問項目を追

加しました。｢近い将来、大規模な地震災害が発生すると思いますか（P.7）｣と問うと 75％の方が発生すると予測

している結果がでました。これに対し、一般の方々の地震への備えへの評価（P.8）は｢不十分である｣が 65.9％。

特に 50 歳以上の経験豊富な｢ベテラン消防士｣は、72.9％が｢不十分である｣という厳しい評価を行っているのが

目立ちます。また、｢地震への備え｣を採点していただくと平均点は 39.4 点（有効回答 779 件の平均）。前述しま

した｢防火意識｣（50.8 点）よりも更に低い結果がでました。 

■非常用持ち出し袋の中身は？水・食料・ラジオが上位・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・現金は 5 万 6,702 円準備 
いざという時のための｢非常用持ち出し袋｣、その中で｢重要なもの｣（P.10）を複数回答いただくかたちでお聞

きしました。上位ベスト 3 は、｢飲料水｣（86.9％）・｢非常食｣（69.1％）・｢ラジオ｣（55.1％）。後に、｢救急用品｣

（25.5％）・｢現金｣（20.1％）と続きました。また、非常用に準備しておく食料・水は｢4.5 日分｣（有効回答 957 件の

平均）、現金は｢5 万 6,702 円｣（有効回答 899 件の平均）でした（P.11）。 

■消防ロボットの活躍は？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・消防士の方々からのニーズは高いが実現はまだ先 
現場で作業をする消防士の方々に｢消防ロボット｣へのニーズについてお聞きしました（P.12）。結果は、｢必要

である｣が 47.2％と｢必要ない｣（13.6％）に大差をつけました。特に現場での経験が豊富なベテラン消防士の

方々にニーズが高く、6 割近く（59.0％）が必要と感じています。このニーズの高さは消防士の仕事の危険さを示

していると思われます。しかし、実現の可能性・時期については、26.1 年後（有効回答 747 件の平均）と、技術

的な部分等クリアすべき問題の存在を感じさせる回答内容でした。 
 
 

その他トピックス 

・ 消防活動中に最も大切なことは？（P.5） 
｢冷静さ｣（72.1％）・｢決断力｣（53.5％）が続く。特に 50 歳以上のベテラン消防士は｢決断力｣（66.0％）

が重要と判断 

・ 一般の方に最も実行していただきたい防火対策は？（P.6） 
防火対策の基本はやはり｢火を使っているときは目を離さない｣（51.8％） 

・ 火災が発生したとき最初にすべきことは？（P.6） 
まずは｢大声で火災の発生を知らせる｣（33.1％）。続いて｢消火器を用いて消火する｣（29.7％）、｢119
番通報｣（29.4％）が上位を占めました 

・ 一般の方に最も実行していただきたい地震対策は？（P.9） 
｢家具等が倒れないように補強｣（43.1％）でトップに 

・ 地震が発生したとき最初にすべきことは？（P.9） 
｢避難経路の確保｣（43.4％）、｢ガスの元栓を締める｣（25.8％）、｢テレビ・ラジオ等での情報収集｣

（13.4％）が上位ベスト 3 に 
 

 


